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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国ムスリムの越境移住のプロセスを史料と聞き取り

調査に基づき、マクロ・ミドル・ミクロの三つのレベルの相関関係を分析することで、彼

らのアイデンティティと宗教実践の変容のメカニズムを明らかにするものであった。ただ

し、以上の三つのレベルの動態の相関関係は、さほど明らかにならなかった。というのも、

中国‐ビルマ間（マクロレベル）の動態は、極めて個別・個人的なレベルにとどまってお

り、地域コミュニティの動向を左右するほどの性格を有していないからである。他方で、

地域コミュニティの宗教実践の変容は、現地のインド系ムスリム、中東諸国へ留学した中

国ムスリムたちが持ちかえった知識などによって変化してきている。 
 
研究成果の概要（英文）：This project aimed to investigate the dynamics and the 
transformation of identity and religious practices of Chinese Muslim migrants by analyzing 
the correlation among macro, middle, and micro level aspects of their migration. However, 
the correlation among those three aspects was not clear. Part of the reason why it was not 
clear is the movements off Chinese Muslims between China and Myanmar were basically 
practiced on individual level. Thus transnational migration was an aspect of micro level 
while in actual it was conducted in micro levels. Rather the religious practices and identity 
were transformed in relation to the neighboring Indian Muslims or under the influence of 
those who studied in the Middle Eastern countries.   
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１．研究開始当初の背景 

文化人類学における移民研究は、移住先社

会に移民が同化適応することを前提とする

研究から、移民が国境を越えて社会空間を構

築しているとするトランスナショナリズム

論へと大きくシフトしている。しかし、トラ

ンスナショナリズム論は、国境を越えて共有

される社会空間に力点をおくあまり、ローカ



ルな日常実践における文化変容やアイデン

ティティの多様性については十分に議論し

てこなかった。 
他方、雲南から東南アジア（タイおよびビ

ルマ）への中国ムスリムの移住に関しては、
これまでにも人類学的研究が複数報告され
ている。しかし、中国ムスリムの交易ルート
の解明や移住経路の特定などの歴史学的テ
ーマが中心となっており、移民中国ムスリム
のローカルな宗教実践の変容や周辺諸民族
との関係などについては、これまで十分に議
論されてこなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究は、中国雲南省とビルマの国境を越

えて移住・移動する中国ムスリム（回族）を
分析対象とし、彼らが親族的・商業的・宗教
的ネットワークをとおして、国境を越えた中
国ムスリムの社会空間を形成することによ
り、移住先・移住元コミュニティにおけるロ
ーカルな宗教実践を再編するメカニズムを
解明することを目的としている。近年、ビル
マと中国との間の政治的結びつきが増大す
るにしたがい、雲南とビルマ各都市との間に
おいて、中国ムスリムの親族的・商業的ネッ
トワークが再構築されている。その結果、個
別の地域におけるローカルな宗教実践に変
化が生じている。本研究では、まず中国ムス
リムが国境を越えて構築している親族的・商
業的ネットワークと、国境を越えた人口流動
の実態（マクロレベル）を把握する。次に、
人口流動によって形成される国境を越えた
社会空間が、ビルマと雲南のイスラーム宗教
知識や宗教教育（ミドルレベル）に与える影
響を分析する。さらに、呪術的治療行為や死
者儀礼など、シンクレティックな宗教実践を
事例として（ミクロレベル）、中国ムスリム
のローカルな日常的宗教実践の変容と、トラ
ンスナショナルな社会空間の形成との相関
関係を解明する。コミュニティ外部から流入
するイスラーム宗教知識が、ローカルな宗教
実践を改革の対象とすることが多いからで
ある。 

 
３．研究の方法 
マクロレベルでの人口流動とトランスナ

ショナルな活動の実態解明に加えて、雲南お
よびビルマの複数の地域における宗教実践
の変容の動態調査を行う。こうした調査方法
は、複数の場（multi-sited）における民族誌
研究の流れをくむものであり、国境を越えた
複数の地域にまたがる活動や情報の流通を
調査する。そのための分析戦略として、トラ
ンスナショナルな社会空間とミクロなコミ
ュニティの間に、イスラーム宗教知識の流動
とイスラーム宗教教育の変容分析をミドル
レベルとして設定する。そうすることで、ト

ランスナショナルな社会空間の形成と、ロー
カルな宗教実践の変容との相互作用を、宗教
知識人を媒介として接合させることができ
る。 
 

４．研究成果 

本研究は、中国ムスリムの越境移住のプロ

セスを史料と聞き取り調査に基づき、マク

ロ・ミドル・ミクロの三つのレベルの相関関

係を分析することで、彼らのアイデンティテ

ィと宗教実践の変容を提示するものであっ

た。ただし、以上の三つのレベルの動態の相

関関係は、さほど明らかにならなかった。と

いうのも、中国‐ビルマ間（マクロレベル）

の動態は、極めて個別・個人的なレベルにと

どまっており、地域コミュニティの動向を左

右するほどの性格を有していないからであ

る。他方で、地域コミュニティの宗教実践の

変容は、現地のインド系ムスリム、中東諸国

へ留学した中国ムスリムたちが持ちかえっ

た知識などによって変化してきている。むし

ろ、本研究によって得た知見で重要なものは、

次のとおりである。 
（1）植民地期ビルマにおける中国ムスリム

移民の戦略的行動と思考の把握：1886 年に

上ビルマはイギリス植民地期統治下におか

れたが、実際には藩王を中心とした間接統治

が行われていた。藩王統治システムは、朝貢

と保護の交換関係として単純化できる。中国

ムスリムは、中国雲南省から上ビルマの村落

に移住後、そうした藩王システムに自らを適

応させた。他方で、中国ムスリムは彼らの居

住する村落のイギリスへの帰属を盛んに主

張するが、そうした主張もイギリスを藩王シ

ステムにおける藩王と理解したからである。 
（2）ポスト植民地期ミャンマーにおける中
国ムスリム移民の生存戦略：こうした帰属を
めぐる戦略は、ポスト植民地期のミャンマー
においても観察できる。ポスト植民地期ミャ
ンマーで「外国人」とされてきた中国ムスリ
ムたちは、ミャンマーにおける自らの地位を
確保するために、植民地期の英国との関係を
再提示し、中国との関係を相対化することで、
軍事政権下における生存を図ろうとしてい
る。 
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